
日
本
認
知
症
予
防
学
会
の
「
第
3
回
学
術

集
会
」
が
、
9
月
27
〜
29
日
の
三
日
間
、
新

潟
「
朱
鷺
メ
ッ
セ
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

会
か
ら
は
、
2
人
が
一
般
の
部
で
発
表
し
ま
し

た
。
そ
の
抄
録
集
を
見
た
時
、
改
め
て
胸
の

高
鳴
り
を
感
じ
ま
し
た
。

ひ
と
つ
は
一
般
家
庭
の
専
業
主
婦
の
発
表
で

す
。
同
居
の
母
上
の
発
症
か
ら
、「
ス
リ
ー
Ａ
」

の
関
わ
り
方
を
学
ん
で
、
在
宅
の
ま
ま
認
知

症
か
ら
の
引
戻
し
に
成
功
し
、
9
年
間
改
善

を
ほ
ぼ
保
持
さ
せ
た
実
例
報
告
で
す
。

い
ま
一
つ
は
、「
ス
リ
ー
Ａ
」
独
自
の
方
式

に
よ
っ
た
週
1
回
、
20
回
通
所
型
教
室
の
実

例
発
表
で
、
30
点
満
点
の
Ｍ
Ｍ
Ｓ
テ
ス
ト
で

は
7
点
し
か
取
れ
な
か
っ
た
重
度
に
進
ん
だ
若

年
認
知
症
患
者
の
、
信
じ
が
た
い
ほ
ど
の
改

善
例
を
、
専
属
担
当
者
か
ら
の
報
告
で
す
。

　

※

抄
録
を
6
・
7
ペ
ー
ジ
掲
載
。

こ
の
2
発
表
の
う
ち
、
ズ
ブ
の
素
人
と
い
う

べ
き
在
宅
介
護
で
引
き
戻
し
た
報
告
が
、
学

会
理
事
長
の
名
を
冠
し
た
「
浦
上
賞
」
受
賞

と
い
う
、
願
っ
て
も
な
い
名
誉
を
得
ま
し
た
。

ス
リ
ー
A
創
始
者
増
田
先
生
の
発
表
も
同
時

に
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
大

き
な
励
み
で
す
。

認
知
症
予
防
は
早
期
の
気
づ
き
を
行
動
に

移
す
こ
と
で
実
現
し
ま
す
。
恥
の
意
識
に
負
け

て
、
隠
す
方
向
に
向
く
と
、
良
い
結
果
は
得

に
く
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
故
に
当
法
人
は
設

立
当
初
の
第
一
回
の
活
動
で
掲
げ
た
の
は
、「
痴

呆
は
早
期
で
く
い
と
め
よ
う
」
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
し
た
。

早
期
発
見
し
て
も「
ス
リ
ー
Ａ
」の
予
防
ゲ
ー

ム
を
行
う
教
室
が
近
く
に
な
け
れ
ば
、
手
も

足
も
出
ま
せ
ん
。
今
は
「
全
国
津
々
浦
々
に
」

の
合
い
言
葉
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
先
ず
は

ゲ
ー
ム
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座
（
5

回
シ
リ
ー
ズ
）
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

大
船
渡
市
で
は
、
ス
リ
ー
A
ゲ
ー
ム
を
中

心
の
「
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
の
健
康
教
室
」

が
9
月
か
ら
毎
週
、
自
然
体
で
始
ま
り
ま
し

た
（
4
ペ
ー
ジ
参
照
）。
ま
た
「
気
仙
沼
市
唐

桑
で
津
波
被
災
を
免
れ
た
方
が
仮
設
住
宅
を

回
ら
れ
て
、
お
茶
飲
み
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

お
手
伝
い
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
方
々
に
当

Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
の
派
遣
メ
ン
バ
ー
が
、
ス
リ
ー
A

ゲ
ー
ム
リ
ー
ド
の
コ
ツ
を
お
教
え
し
た
と
こ

ろ
、直
ぐ
に
ゲ
ー
ム
を
実
践
さ
れ
ま
し
た
。「
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
大
笑
い
で
楽
し
く
過
ご
さ

れ
、
ス
リ
ー
A
ゲ
ー
ム
が
あ
れ
ば
何
処
に
行
っ

て
も
楽
し
く
喜
ば
れ
る
の
で
私
た
ち
の
強
い
味

方
に
な
り
ま
し
た
」と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
二
本
松
市
で
は
11
月
2
・
3
日
に
、
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座
の
企
画
が
現
地
の

方
た
ち
に
よ
っ
て
、
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

被
災
か
ら
1
年
遅
れ
て
始
め
た
ス
リ
ー
A

の
お
見
舞
い
活
動
は
、
地
元
の
方
の
手
に
よ
っ

て
「
元
気
の
素
」
が
芽
を
出
し
、
花
が
咲
き

始
め
ま
し
た
。

最
近
で
は
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
の
先
生
の
中
で
、

ご
自
分
の
教
室
に
ス
リ
ー
Ａ
を
導
入
す
る
方
が

あ
ち
こ
ち
の
地
域
に
連
鎖
的
に
増
え
て
き
ま
し

た
。
こ
う
い
う
活
用
も
自
然
の
要
請
で
す
。
ラ

フ
タ
ー
の
教
室
に
も
認
知
症
に
近
づ
き
つ
つ
あ

る
方
が
ち
ら
ほ
ら
参
加
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
そ

の
よ
う
な
必
然
性
か
ら
ス
リ
ー
Ａ
に
着
目
さ
れ

て
、
役
立
つ
と
し
た
ら
、
こ
れ
は
嬉
し
い
こ
と

で
す
。

一
昨
年
か
ら
「
ス
リ
ー
Ａ
」
の
予
防
ゲ
ー
ム

は
韓
国
に
渡
っ
て
、
当
認
知
症
予
防
ネ
ッ
ト
の

韓
国
支
部
も
誕
生
し
た
の
で
し
た
（
既
報
）。

韓
国
で
は
最
初
に
取
り
組
ま
れ
た
「
た
ん

ぽ
ぽ
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
で
好
成
績
が
あ
が

り
、
そ
の
後
、
施
設
関
係
の
見
学
者
が
そ
れ

ぞ
れ
に
ス
リ
ー
Ａ
を
導
入
さ
れ
養
成
講
座
も
実

施
さ
れ
て
、
現
在
で
は
4
箇
所
の
施
設
で
「
ス

リ
ー
Ａ
」
の
予
防
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
30
点
満
点
テ
ス
ト
で
10
点
し
か
取
れ

な
か
っ
た
重
度
の
方
が
20
回
教
室
の
終
了
時
に

は
20
点
と
い
う
好
成
績
を
あ
げ
ら
れ
た
そ
う
で

す
。
韓
国
の
介
護
保
険
は
日
本
の
制
度
と
は

違
っ
て
、
軽
症
の
場
合
は
給
付
の
対
象
外
と
聞

き
ま
す
が
、
そ
う
い
う
中
で
、「
ス
リ
ー
Ａ
」

が
成
果
を
上
げ
重
度
に
も
効
果
あ
り
と
実
証

さ
れ
た
の
は
画
期
的
で
し
た
。
重
度
化
し
て
の

10
点
ア
ッ
プ
は
、
世
界
で
も
初
め
て
と
い
え
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

更
に
韓
国
の
「
ス
リ
ー
Ａ
」
の
事
業
は
、

韓
国
の
介
護
保
険
の
優
秀
事
業
賞
を
貰
わ
れ

ま
し
た
。テ
キ
ス
ト
の
韓
国
語
訳
も
完
成
し
て
、

発
売
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
韓
国
で
は
「
ス

リ
ー
Ａ
」
が
軌
道
に
乗
る
の
で
は
な
い
か
と
期

待
が
持
て
ま
す
。

言
葉
も
文
化
も
違
う
外
国
で
、
認
知
症
の

方
が
次
々
と
改
善
し
て
笑
顔
で
暮
ら
す
こ
と
が

出
来
る
と
は
、
な
ん
と
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
改
善
例
の
デ
ー
タ
を
積
み
上
げ
ら

れ
て
、
日
本

の
学
会
で
も

発
表
が
で
き

る
日
が
、
待

た
れ
て
な
り

ま
せ
ん
。

秋
の
学
会
発
表

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座

被
災
地
で
ス
リ
ー
A
ゲ
ー
ム
展
開
が

急
激
に
拡
大

他
の
団
体
か
ら
の
要
請

韓
国
で

A
A
A

あかるく

あたまを
つかって

あきらめ
ない

スリー

A

最
近
の
動
向
理
事
長
　
高
林
実
結
樹

No.28
2013年10月号

平成16年に京都府知事の認証
を受け、認知症の予防と軽症か
らの引戻しに関する事業を
行っています。
認知症予防に効果の高いス
リーA方式のゲームの普及の
為、講演・提言・教室支援・イン
ストラクター養成などに取り
組んでいます。

NPO法人認知症
予防ネットとは？
NPO法人認知症
予防ネットとは？

No.28 Contnts

P2
「やさしさのシャワー スリーA
方式認知症予防ゲームを知って
いきいきと暮らす」

P3
ほしいね　コンビニの数ほど
スリーＡ教室を
スリーＡ増田方式　脳活性化
リハビリゲーム教室を見学して
スリーAとの出会い

P4
スリーAゲーム
東北被災地で拡がる

P6 P7

P5

第3回日本認知症予防学術集会
抄録

P8
活動報告と今後の予定

編集室より　













【目的】
認知症の悪化の予防と引戻しに、８年間効果があった実
例を、症例としては一例ではありますが、「要介護2」にな
るまで、無理なく自立的に暮らせた例として、学会報告を
させていただきます。
【方法】
2002年9月に40年間絶やさず育て続けていた「桜草」を
すっぽり忘れた母の様子に私は動転。その私を見て母はそ
れ以上に大混乱。私はスリーA増田方式の認知症予防研修
会受講を勧められ12月に受講した。
そこでは認知症の特性、多くの事例・対応方法などを叩
き込まれた。本人の寂しい心を癒やす優しさのシャワーを
教えられ、関わり方を一変させることで落ち着きを取り戻
し、穏やかに暮らせるように戻る。家族から必要とされて
いるのだ、大切にされているのだ、そのように思わせる関
わり方が一番大切だと知った。笑顔とやる気があれば出来
ると励まされた。
混乱状態の母は、不安な様子で財布や通帳を出したり仕
舞ったり、仕舞いなくしたりの繰り返し。険しく無表情、
口はへの字、無口、目はうつろ、テレビは点いているが
ボーっとして見ていない、同じ処に同じ格好で何時間も
座っている、煮物が煮えていない、味付けがおかしい、勿論、
笑顔は出ない、朗らかだった母の信じられない状態。
母への優しさのシャワーを考え、研修会で習った関わり
方に変えた方法で母に接し実行した。
例えば、同じ質問を繰り返すときは、同じ答えを繰り返
し答える。ゆっくりペースの母に合わせて手も口も出さず
に見守り合わせた。私が「薬の時間」と名付けた夕食後の
母との団欒…テレビを見ている母の傍で膝を並べて同じ時
間を過ごした。話すことが出来なかった大混乱のときは、
黙って心でエールを送り続け寝付くまで傍にいた。遠く離
れた兄と妹から各々週に2回以上の母への電話作戦…「元
気か？」「元気ですよ～」。母に接する時には最大のテンショ
ンと笑顔、明るい服装などなどにも気を付けた。
【結果】
12月に受講して関わり方を変えて夢中で過ごした3ヶ月

半後、険しく無表情だった母に昔の笑顔が戻った。その時
は奇跡だと思えた。
記憶、心配り、外出、料理が出来るようになり、徐々に日

常生活が戻り、煮物が美味しく炊けるように調味料を上手に
使うようになり驚いた。一人で留守番ができるようになり、
伝言などは自発的にメモ書しての報告を自然にし始めた。
電車･バスを乗り継いで、長年通っていた医院への受診
に一人で往復ができるようになった。
何より家族が喜んだのは、笑顔が戻ったことである。曾孫

の誕生を心から喜んでくれ、孫が帰省した時は、コロッケ作
りの仕事を母が皆に分担指図して、家族総動員で楽しんだ。
【考察】
認知症の特性やその対応は教えて貰わなければ、素人で
は理解できないし、本人と接してはじめて分かる部分もあ
り、研修会では優しさの具体的な言動を懇切に習えて、大
きく私自身が成長出来たといえる。他では聞いたことのな
い具体性だった。なかでも黙って傍にいるだけでもエール
を送れるという時間の使い方・テレビの見方を教えて頂け
たのは大きかった。
高齢者の生活歴は長く、個人個人で個性も違い、家庭環
境も家族構成も随分違うので、私が行った母への優しさの
シャワーが誰にでもそのまま実行出来るか疑問だが、一例
として悩める方たちに知らせたい。
また、環境も良い結果が出た要因、子ども達は成長して家

を出て独立し、夫の深い理解がえられたことで、実母と娘が、
一対一でゆっくりスリーＡ方式のかかわり方を充分に実施で
きたこと、遠く離れた家族の応援も大きな力となった。
そしてなにより母の健康優良な身体と、家庭の中が好き
なことも見守り介護がしやすかった要因と考える。
【倫理的配慮】
スリーＡ研修会で受けた指導の通りに、毎日夕食後の2～
3時間を母に寄り添ってテレビを見続けた。時折「あら！
キムタクよ」等と肩をポンポンと叩いた。母に寄り添う、
徹底的に寄り添う、それが認知症からの引き戻しを可能に
した。スリーＡ方式の考え方、認知症の人への四六時中の
倫理的配慮、是によって母は蘇ったと思っている。

ＮＰＯ法人認知症予防ネット  福井恵子

編集室
よ　り

「編集の腕が上がった」と褒めてくれる人が居て、ホントだと思ってしまいました。原稿を寄せて下さる皆
様のお蔭です。有り難うございます。全体のバランスで短くさせて頂くことも有りますが、文字通り身をきる
ような辛さを感じます。お許しくださいますように。27号から28号迄の4ヶ月間は多事多難で、記事として
割愛した活動はとても多かったのです。現在の編集部の実力では、ページを増やす力がないので、割愛した
多くの出来ごとにお詫びを言いたい気がします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福井恵子）

第3回日本認知症予防学術集会抄録

寄り添う関わり優しさのシャワーで幸せな在宅ケア
スリーA認知症予防研修会を受講して

認知症予防ネット通信／No.282013年10月発行7 あたまを使って
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